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　人類のもっとも偉大な発明の一つとされている文字は、アカウンタントに
よって発明されたという説が有力となっている。古代メソポタミアにはじめ
て農業を主体とした集落が出現し、人々が農産物の生産量と交換を記録し始
めた。円錐、球、卵、円柱の形をした焼成粘土のトークンが発見されたのも
そのころである。このトークンは単純な会計記録であり、そのころの会計記
録が、情報を伝達することを目的としてつくられた目に見える最初の記号シ
ステム、そして記憶を保存するためにつくられた最初の技術であった。会計
の起源から、旅するイタリア商人フィボナッチが彼の著書『算盤の書』で紹
介した、アラブの商人たちが使っていたインド・アラビア数字の普及、印刷
技術、重商主義の勃興など、世界を変える大きな出来事を経て、現代の資本
主義社会に至るまで、一貫して「会計」を通して世界経済の歴史を語ってい
るところが興味深い。
　高等学校や大学で、商業を学ぶ生徒、学生にとって「簿記」は必ず学ぶ基
本中の基本である。本書はその複式簿記の発展、普及の歴史をたどりながら、
会計言語によるコミュニケーションという新たな手段を獲得した人類の歴史
物語である。

　序　章　ロバート ・ ケネディと富の測定
　第１章　会計 ― コミュニケーションの始まり
　第２章　商人と数学
　第３章　ルカ・パチョーリ、有名人になる
　第４章　パチョーリの簿記論
　第５章　複式簿記の普及
　第６章　産業革命と会計士の誕生
　第７章　複式簿記と資本主義 ― 卵が先か、鶏が先か
　第８章　ケインズ ― 複式簿記と国富論
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書評

　キャリア教育に重点を置く必要がある。
　現在の教育課程の中では、検定試験の取得目標や日々の勉強の成果を図る
定期考査で良い成績を上げることを目的として行われている。では、それら
の行動は何のためにやるのか？明確な答えを持って日々勉学に励んでいる生
徒たちは少ないように思う。高等学校や大学卒業後の仕事内容やキャリア
アップするなど、どのような人生にしたいかを、明確にする必要があるので
はないだろうか。
　「良い成績をとる」や「難関資格の合格」は、単にステップアップにすぎない。
明確にしなければならないのは、自らの人生において何を職業とし、どのよ
うなキャリアを積んでステップアップしていくかである。
　この本では、転職をベースとしたキャリアアップの方法や、最終的に何を
めざすかによってどのようなキャリアを踏むべきかが、明確に示されている。
ただ単に努力をするより、明確な目標や目的を基に努力していくほうが、時
間を有効にかつ効率的に使用できるはずである。
　だからこそ、 早い段階からのキャリア教育が必要であり、どのような職業
や職種があるのか、いつまでにどんな自分でありたいのか？どんなスキルや
経験をしていたいのか？そして、その経験や時間をかけて取得するスキルが
必要なものであるのかを、明確にする必要があることが示されている。その
気づきが早ければ早いほど良い。どんなキャリアを積んでどんな人生を歩む
か、もう一度考え直したくなる一冊である。
　それに、時代のながれとともに変化する人材市場。私たち教員は、生徒た
ちの力を活かすことができる場所へ進路を決めなければならない。間違った
選択をさせないためにも、人材市場とキャリアについてしっかり把握し、生
徒ともにキャリアについて考え、道を切り開く手助けをする必要がある。そ
の一つの手段としてこの本がある。

『ビジネスエリートへのキャリア戦略
  〜日本最高のキャリアコンサルタントは、
　　　　　　　彼らに何を教えているのか !?』
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　第１章　「人生を飛躍させるキャリアを設計する」
　第２章　「まずは人材市場の実態を知る」
　第３章　「あなたの『常識』は」間違っているかもしれない
　第４章　「ビジネスエリートたちはすでに実践している」
　第５章　「劇的に人生を変えるマジックがある」
　第６章　「戦略的なキャリア設計法をマスターする」

以　上
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　「お金と幸せ」や「ライフワーク」をテーマに掲げ、多くの著作で読者に
生き方を考えさせてきた著者による作品である。以前話題になった『あなた
のお金はどこに消えた？』を改題された作品で、我々の社会で起こりうる金
融に関わる事例をゾウの世界に置き換えて童話風に記述されており、大変読
みやすい。また登場人物や国名を実在するものにうまくもじってあるところ
には面白さも感じる。
　話の内容は、炭鉱で栄えた村に、投資話が舞い降り、村全体が浮かれ気分
となり仕事に集中しなくなるというもの。第１章同窓会、第２章ヘッジホン
トがやってきた、第３章アルーゾのお金の授業、第４章終わりのはじまり、
第５章トルーゾを探せ！、第６章お金はどこに消えた？、最後に解説これか
らお金とどうつきあいますか？と題され、４つのパターンの登場人物を自分
に置き換えて自分自身を考えさせる。
　私の印象に残ったところは、第３章にあるアルーゾによる子ども達に対す
る「お金の授業」である。お金をテーマにして行われるが、すべて子ども達
の疑問・質問から展開されるというもの。考えから答えまですべて子ども達
だけで導き出す。そこで諭すのは、『知恵』と『情熱』である。子ども達の
秘めたる可能性やものごとに対する視線を見守るアルーゾは教育に携わる私
にそのことを教え諭してくれたと感じています。
　また『友情』や『愛情』、『働くこととは』というテーマも織り込まれてい
て心に響くことばかりである。また自信を持たせたり、不安にさせたりする

『お金の持つ魔力』や『ピンチをチャンスに変えるものごとの見方』という
ものにも納得させられた。
　最後にアルーゾが投げかけた次の問いを自分自身にも考えなおしてみた
い。

「金持ちゾウさん、貧乏ゾウさん」
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